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研究成果の概要（和文）： 本研究は、農村における女性の地位と権利意識を決定づける社会・経済的要因を明
らかにし、ヒューマンセキュリティ（人間の安全保障）の観点から、女性のエンパワメント（能力・地位の向
上）に資する知見を探ることを目的として行った。
 このため、経済学を基礎とした手法により、インドのMeghalaya州および、バングラデシュのクルナ州などを対
象とした調査を実施した。収集したデータに基づく実証分析を行い、ジェンダーに関する意識を決定づける要因
は何か、現地NGO・政府が支援を行う上での制約とその解決法は何か、といった問題について実態を明らかにし
た。

研究成果の概要（英文）： The purpose of this study was to identify the socio-economic factors that 
determine the status of women and their sense of entitlement in rural areas, and to explore the 
knowledge that can contribute to women's empowerment from the perspective of human security.
 For this purpose, a survey was conducted in the Meghalaya State of India and the Khulna State of 
Bangladesh using economics-based methods. The empirical analysis based on the collected data 
revealed the actual situation of the issues such as what are the determinants of gender attitudes 
and what are the constraints and solutions for local NGOs and the government in providing support.

研究分野：農業経済学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究は、現地のNGOや地方政府の協力を得ながら、母系社会における女性の地位向上や権利意識について詳
細な実態を示した点に特色がある。インドの母系社会やバングラデシュの農村などでアンケート調査を行い、計
量経済学の分析手法を用いて、女性の地位・意識、知識や行動に関する決定要因について精緻な分析を行った。
現地NGOが実施する啓発プログラムと村落での自治システムとの関係や、女性の政治参加に関する情報など、NGO
や現地政策担当者が効果的なプログラムを行う上で有用な知見が得られた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 

(1) アジア農村において効果的な貧困削減プログラムの実施方法を考える上で，女性の視点は重
要である．途上国では歴史的な経緯から根強く残る女性軽視の価値観から，暴力事件が頻発する
地域があり，ヒューマンセキュリティ（人間の安全保障）の観点から農村女性の地位を向上させ
る研究の必要性が高い． 

  

(2) アジアの中でも，インドでは女性への暴力を防ぐための啓発が遅れており，政府の調査によ
ると，54% の女性が何等かの理由がある場合に夫が妻を叩くことに同意しているという調査結
果がある（National Family Health Survey India 2009）．この数値は，同意する男性の数値（51%）
を超えており，女性の尊厳を守るための取り組みを効果的に実施する方法を明らかにする研究
が求められている． 

 インドの家庭内暴力については，社会学的なアプローチを中心に先行研究があり，特に，比較
的状況が良い母系社会である Kerala州に関する研究が多い（Panda 2005 など）．しかし，同じ母
系社会である Meghalaya 州の研究は少なく，また，社会学のアプローチでは実証分析が数値間の
比較等に留まり，女性の地位・権利意識の決定要因を示す分析は少ない． 

 

２．研究の目的 

 

(1) 本研究では，女性の権利に関する農家の実態調査を行う．収集したデータに基づく実証分析
を行い，農村女性のエンパワメント（権利と地位の向上）に資する知見を得ることを目指す． 

 

(2) 具体的には，インドの Meghalaya 州農村を
主な事例としながら，女性の地位・意識を決定
づける要因は何か，支援プログラムに参加する
と意識の変化が起きるのか，その決定要因は何
か，現地 NGO・政府が支援を行う上での制約
とその解決法は何か，といった問題を明らかに
する上で，異分野の視点を取り入れながら調査
研究を行う． 

                           

                        図１．主な研究対象（Meghalaya 州） 

３．研究の方法 

 

(1) 本研究では，計量経済学の分析手法を用いて，女性の地位・意識に関する決定要因や，プロ
グラムの成否に関する決定要因について精緻な分析を行う点に特色がある．女性の地位・意識の
状況については先行研究を参考にエンパワメント指標を設定し，アンケート調査を行い指標の
決定要因に関する統計分析を用う．この分析により，先行研究では明らかでない因果関係を示し，
実践的な含意を得ようとする試みである． 

 

(2) 本研究は，４年間の計画で調査研究を進める．初年度は，女性の地位・意識に関する実態調
査とその決定要因分析を実施する．同時に，現地 NGO と連携しながら情報収集を進め，翌年度
以降，啓発プログラムの成否に関する分析を進める．調査を実施する際には，現地をよく知る現
地の大学教員に村落や調査補助員の選定などについて協力を依頼する．最終年度にはデータ分
析を終え成果のとりまとめを行う． 

 

４．研究成果 

 

(1) Meghalaya 州農村における女性の地位・意識を決定づける要因：.  

2017 年に，この課題について回答を求めるための調査研究を行った．調査で収集した家計デー
タに基づき，農村女性の移動に関する自由度や家族計画の実施に関する決定要因を明らかにし
た．この成果は，研究協力者により日本農業経済学会で報告（ポスター賞受賞）され，論文とし
て成果を公開している． 

 

(2) 現地 NGO・政府が支援を行う上での制約とその解決法：. 

現地調査に基づき，現地 NGO や政府が家庭内暴力や家族計画について啓蒙支援をどのように行
っているか，NGO と政府の役割に焦点を当てた調査を 20 カ村で実施した．この調査からは，女
性問題に関わる組織がどのように連携しているかが明らかとなり，支援される側（農村女性）と



 

 

支援する側（現地 NGO・政府）との間で，問題認識にずれがあるという実態が観察された．こ
の成果は，東北農業経済学会にて国際誌に掲載されている． 

 

(3) 女性の政治への参加意識の決定要因：  

2018年 9 月より，6 カ月間，オックスフォー
ド大学国際ジェンダー研究センターに所属
し研究を実施した．2018 年 10 月には IGS 

Seminar Series にて，政治への参加制限が女
性の意識に与える影響に関する研究内容を
報告（図２）し，国際ジェンダーセンターと
外部の文化人類学者，社会学者などさまざま
な異分野の研究者から，申請者の専門とする
経済学とは異なる視点から概念の定式化，調
査方法，今後の課題設定など，新たな視点か
ら有益なコメントを得た．これを踏まえ，
2019 年 6 月に共同研究者がジェンダー問題
に関する国際学会にて成果報告を行い，論文
は学術誌に公刊されている．            図２．Meghalaya 州の政治システム 

 

(4）国際研究ネットワークの形成： 

2018年 11月には共同研究者を英国に招へいし，国際ジェンダー研究センターに所属する研究者
らと討論を行った．また，英国滞在中，さまざまな研究会に参加し異分野の研究者と意見交換を
行うことで国際的なネットワークを広げることができた．2019 年 2 月には東北大学国際共同大
学院プログラムの訪問団を受け入れ，オックスフォード大学の研究者と今後の連携の可能性に
ついて議論した．訪問を受け入れ，研究者との交流の場を設けることができたことは，今後の研
究連携と若手研究者の育成，学生への教育に意義のあることであった． 

 

(5) アジアの父系社会的な価値観とジェンダー観の国際比較： 

2019年 3 月から 2019年 8月までアムステルダム大学にて研究を実施した．アムステルダム大学
に所属する研究者と議論する中で新たな着想を得て，ジェンダー観と父系社会的な文化に関す
る新たな研究課題にも着手した．文献調査と 2 次データに基づく国際比較を行い，この成果は，
2019 年 5 月にアムステルダム大学のセミナーで報告を行い，文化人類学者や社会学者など異分
野の研究者からのコメントを得ることができた．この議論を踏まえて，アムステルダム大学の研
究者から重要な文献などの示唆を得ながら市民を対象としたアンケート調査を実施した．これ
らの研究成果は共著論文としてとりまとめて投稿準備中である． 

 

(6) 中国農村におけるジェンダーエンパワメント: 

本課題に関連する研究として並行して進めていた，中国農村の貧困削減とジェンダーエンパワ
メントについて，2019 年 6月に,ジェンダー問題に関する国際学会にて報告が行われた．女性が
家庭内の意思決定でどの程度の交渉力を持つか，その決定要因は何かといった問題に関する報
告が共同研究者によって実施された． 

 

(7）バングラデシュ農村における女性のエンパワメント： 

沿岸部のクルナ州において，女性の公衆衛生に関する知識と実践について調査を実施した．南ア
ジアはジェンダー格差が大きな地域であり，バングラデシュでは，女性の公衆衛生に関する知識
が特に農村において十分ではない．この点について，都市部と農村部の実態調査を実施し調査結
果を国際学会にて報告した．この成果は現在学術誌に投稿中である． 

 

(8) 避難民のジェンダーエンパワメント： 

2019年 10月には，紛争国や難民への人道支援に関するジェンダー研究の専門家を招へいし，特
別講義を開催した．この議論が発展し，難民キャンプにおけるジェンダーエンパワメントという，
これまで研究の対象としていなかった重要な課題について研究に着手し，難民キャンプの経済
学的なアプローチの難しさと克服方法に関するレビュー論文を執筆した． 

 

(9) 今後に向けて： 

最終年度に国外の研究協力者を招聘して研究会を開催する予定であったが，代替的に，メールや
ビデオ通話での意見交換を行い，本課題終了後の研究協力について打ち合わせを行った．複数回
の打ち合わせを通じて，本課題で得られた着想について議論し，社会関係資本が脆弱である移住
者に焦点を当てた女性のエンパワメントという新たな研究プロジェクトを共同で実施すること
について合意を得ることができた． 
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